  Ⅱ 観光交流調査結果の概要

    １  観光交流客数

· 観光交流客数は、1億3,808万人で、前年度を約842万人（6.5％）上回った。

· 観光交流客数が対前年度を上回ったのは平成21年度以来3年ぶりである。
· 新東名高速道路の開通、東日本大震災の反動により増加したと考えられる。
    ２  宿泊客数

· 宿泊客数は1,790万人で前年度から約106万人（6.3％）上回った。宿泊客数が対前年を上回ったのは平成19年度以来である。
· 平成22年度も上回っており、東日本大震災の影響から回復している。
· 富士地域では、新規宿泊施設の開業があり、過去最高の宿泊客数であった。
    ３  観光レクリエーション客数

· 観光レクリエーション客数は1億2,018万人で前年度を約736万人（6.5％）上回った。
· 震災直後に中止となった大規模なイベントや祭りが再開され、多くの市町で増加した。
· 新東名高速道路の開通により、沿線市町の入込が全体的に増加傾向にあった。
· 分類別では「買い物」が減少した一方で、「産業観光」「季節行楽・行事」で増加した。
    ４  主な季節の状況

     (１) ゴールデンウイーク

· 宿泊は、前半の27日～28日、後半の3～5日とも宿泊客の増加がみられた。
· 観光施設への入込については、富士山の世界文化遺産の登録勧告の直後であったことから、後半の連休中は、富士地域の入込客数は前年を大幅に上回った。
· イベントは、期間中好天であったことから、屋外でのイベントは全て前年を上回った。
    （２）年末年始
· 昨年度と同様、12月31日～1月1日の宿泊については、ほとんどの地域でほぼ満室となった。
· 観光施設の入込状況は、屋内型施設については概ね前年並みもしくは前年以上と、曜日の並びに恵まれたこともあり好調であったが、屋外型施設については雨天となった日があるため、前年度比で減少となる施設があった。
    ５  地域別の主な特徴

· 【伊 豆】
海のレジャーを観光の目玉としている市町を中心に、海水浴客が増加したことで観光レクリエーション客数が前年度を上回った。宿泊客数についても全体的にみると前年度比を上回ったが、観光レクリエーション客数・宿泊客数ともに南部を中心に震災前の水準までは戻っていない。
· 【富 士】
アジアからの観光客が多い富士地域の観光レクリエーション客数は、中国や韓国との外交問題の影響を受け、全体的にみると減少傾向となった。なお、宿泊客数については、新規宿泊施設が開業するなどした影響で増加し、過去最高となった。
· 【駿 河】
昨年度中止となった「静岡まつり」や新規イベントの効果で観光レクリエーション客数が増加した。
· 【西駿河･奥大井】
昨年度中止となったイベントの開催や、新東名高速道路が開通したことに伴い、島田市や川根本町で観光レクリエーション客数が大幅に増加した。
· 【中東遠】
市町ごとに回復の度合いは異なるが、地域全体でみると、宿泊客数及び観光レクリエーション客数ともに増加となった。
· 【西北遠】
新東名高速道路の開通や昨年度中止となったイベントの開催などで、観光レクリエーション客数は大幅に増加となった。宿泊客数についても増加となった。






